
発生生態 
５～７月に成幼虫が葉を食害します。食害痕は白いカスリ
状になります。幼虫は背中に泥状のフンを背負っているこ
とから、イネドロオイムシの別名があります。 
 
 

防除対策 
被害は移植初期から発生するため、育苗箱施用剤による
防除の効果が高いです。 

イネクビボソハムシ（Rice leaf beetle） 

（別名：イネドロオイムシ） 
Oulema oryzae 

水稲の病害虫 

成虫 幼虫（イネドロオイムシ）と被害葉 
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